五十鈴川 神の さか ひ へ のがれき ぬお も 

ひあがり しひとの 身の はて (晶子) 

斎宮 の 伊勢 へ 下向 さ れる 日が 近づ けば 近づ く ほど 

みやす どころ 

御 息 所 は 心細くなる のであった。 左大臣 家の 源氏の 夫 

人が なくなった あとで は、 世間 も 今度 は 源氏と 御 息 所 

が 公然と 夫婦になる ものと 噂して いた ことで あるし、 

やしき 

六条の 邸 の 人々 もそう した 喜び を 予期して 興奮して 

いた ものであるが、 現われて きた こと は 全然 反対で、 

以前に まさ つ て 源氏 は 冷淡な 態度 を 取り出し たので あ 



ま 

国 つ 神 空 にこと わる 中なら ばな ほざ り > J と を先づ 

やた ださん 

源氏 は 最後に 宮中で ある 式 を 見た くも 思った が、 捨 

てて 行かれる 男が 見送りに 出る という きまり悪 さ を 

思って 家に いた。 源氏 は 斎宮の 大人び た 返歌 を 微笑し 

さじよ 

ながら ながめて いた。 年齢 以上に よい 貴女に なって お 

られる 気がする と 思う と 胸が 鳴 つ た。 恋をすべ きで な 

い 人に 好奇心の 動く のが 源氏の 習癖で、 顔 を 見ようと 

すれば、 よく それ もで きた 斎宮の 幼少 時代 を そのまま 

で 終わった ことが 残念である。 けれども 運命 はどう 



感慨が 無量であった。 十六で 皇太子の 妃 になって、 二 

十で 寡婦に なり、 三十で 今日 また 内裏へ はいった ので 

ある。 

ナ. ふ 

その かみ を 今日は かけじと 思 へ ども 心のう ちに 物 

ぞ 悲しき 

御 息 所の 歌で ある。 斎宮 は 十四で おありに なった。 

きんしゅ-つ 

きれいな 方で ある 上に、 錦繡 に 包まれて おいでになつ 

たから、 この 世界の 女人と も 見えない ほどお 美し かつ 

みこ ころ みぐ し 

た。 斎 王の 美に 御 心 を 打 たれながら、 別れの 御 櫛 を 髪 



と 言った。 これ も 思った まま を 三十 一 字に した もの 

おうみょうぶ 

で、 源氏の 作と して は 幼稚で ある。 王 命婦、 

年 暮れて 岩 井の 水 も 氷と ぢ 見し 人影の あせも 行く 

ゝ KIT 

力る 

そのほかの 女房の 作 は 省略す る。 中宮の 供奉 を 多数 

の 高官が した ことな どは院 の 御 在世 時代と 少しも 変 

わって いなかつ たが、 宫 のお 心持ち は 寂しくて、 お 帰 

りに な つ た 御 実家が かえ つ て 他家で あるよう に 思 召さ 



こ-つき ゆう 

な 後宮 生活 をしながら も、 尚 侍の 人知れぬ 心 は 源氏 

をば かリ 思って いた。 源氏が 忍んで 手紙 を 送って 来る 

こと も 以前 どおり 絶えなかった。 人目に つく ことが 

あったらと 恐れながら、 例の 癖で、 六の 君が 後宮へ は 

いった 時から 源氏の 情炎が さらに 盛んになった。 院が 

おいでにな つたころ は 御 遠慮が あつたで あろうが、 積 

むく はげ 

年の 怨み を 源氏に 酬いる の はこれ からで あると 烈しい 

気質の 太后 は 思って おいでになった。 源氏に 対して 何 

かの 場合に 意を得ない こと を 政府が する、 それが 次第 

に 多くな つてい くの を 見て、 源氏 は 予期して いた こと 

では あっても、 過去に 経験し なかった 不快 さ を 始終 味 



さじよ 

女 も 今が 青春の 盛りの 姿と 見えた。 貴女ら しい 端厳 さ 

など は 欠けて いたか もしれ ぬが、 美しくて、 艷で、 若々 

しくて 男の 心 を 十分に 惹く 力が あった。 もうつい 夜が 

明けて いくので はない かと 思われる 頃、 すぐ 下の 庭で、 

「宿直 をいた してお ります」 

と 高い 声で 近衛の 下士が 言 つ た。 中 少将 の だれかが 

つぼね 

この辺の 女房の 局へ 来て 寝て いるの を 知って、 意地 

悪な 男が 教え て わざわざ 挨拶 を させに よこした に 違い 

ない と 源氏 は 聞いて いた。 御所の 庭の 所々 をこう 言つ 

てま わるの は 感じの い いもので あるが うるさく も あ つ 

た。 また 庭の あなた こなたで 「寅 一 つ」 (午前 四時) と 



報じて 歩いて いる。 

そで ぬ 

心から かたがた 袖 を 濡らす かな 明く と教 ふる 声に 

つけても 

尚 侍の こう 言う 様子 はいかに も はかなそう であ つ た _ 

なげ 

歎きつ つ 我が 世 はかくて 過ぐ せと や 胸の あくべき 

時ぞ ともなく 

落ち着いて おられなくて 源氏 は 別れて 出た。 まだ 朝 



に 遠い 暁 月夜で、 霧が 一面に 降って いる 中 を 簡単な 

かりぎぬ 

狩 衣 姿で 歩いて 行く 源氏 は 美しかった。 この 時に 

じょうきよ うでん にょご とうのち ゆうじょう ふじつぼ 

承 香 殿 の 女御の 兄で ある 頭 中将が、 藤 壷の 御殿 

かげ たて じと み 

から 出て、 月光の 蔭に なって いる 立 の 前に 立って 

いたの を、 不幸に も 源氏 は 知らずに 来た。 批難の 声 は 

その 人た ちの 口から 起こつ てく るであろう から。 

源氏 は 尚 侍と また 新しく 作る ことので きた 関係に 

すき ちゅうぐう 

よっても、 隙 を まったく お見せに ならない 中 宫をご 

りっぱで あると 認めながら も、 恋する 心に 恨めしく も 

悲しく も 思う - ,1 とが 多 か つ た。 御所 へ 参内す る こと も 

気の 進まない 源氏で あつたが、 そのために 東宮に お 目 



(屋内の 蔵) の 中へ 押し 入れられて しまった。 源氏の 

おそろ 

上着な ど を そっと 持って来た 女房 も 怖 しが つていた。 

のぼせ 

宫は 未来と 現在 を 御 悲観 あそばした あまりに 逆上 をお 

覚えに なって、 翌朝に なっても おから だは 平常の よう 

でなかった。 

兄 君の 兵 部 卿の 宫 とか 中宮 大夫 などが 参殿し、 祈り 

の 僧 を 迎えよう などと 言われて いるの を 源氏 は 苦しく 

聞いて いたので ある。 日が 暮れる ころに やっと 御 病 悩 

はお さまった ふうであった。 源氏が 塗 籠で 一 日 を 暮ら 

したと も 中宮 様 は ご存じでなかった。 命婦ゃ 弁な ども 

御 心配 を させまい ために 申さなかった ので ある。 宮は 



と、 こうこの ごろに なつ て宫 はお 思 いになる ように 

なった。 院が 自分の ために どれ だけ 重い 御 遺言 を あそ 

ばされ たかを 考える と 何 ごと も 当代に それが 実行され 

せき りよ こ-つ 

ていない ことが 思われる。 漢の 初期の 戚 夫人が 呂 后に 

苛まれた ような ことまで はなくても、 必ず 世間の 

ちょうしょう 

嘲 笑 を 負わねば ならぬ 人に 自分 はなる に違いないと 

中宮 はお 思いになる ので ある。 これ を 転機に して 尼の 

生活に はいるの がいちばん よい ことで あると お考えに 

なった が、 東宮に お逢いし ない ままで 姿 を 変えて しま 

うこと はお かわいそうな ことで あると お思いに な つ て 

目 だたぬ 形式で 御所へ おはいり になった。 源氏 はそん 



よ も あらし 

あさ ぢ ふの 露の 宿りに 君 を 置きて 四方の 嵐ぞし 

づ 心なき 

という 歌 も ある 情の こもった もので あつたから 紫 夫 

しさし 

人 も 読んで 泣いた。 返事 は 白い 式 紙に、 

ま あさ ぢ 

風 吹けば 先づ ぞ乱 るる 色 か はる 浅 茅が 露に かかる 

ささが に 

とだけ 書かれて あった。 

「字 はます ますよ くなる よう だ I 



ひとりごと 

と 独 言 を 言って、 微笑しながら ながめて いた。 始 

終 手紙 や 歌 を 書き 合って いる 二人 は、 夫人の 字が まつ 

たく 源氏のに 似た ものに なって いて、 それよりも 少し 

艷な 女らしい ところが 添って いた。 どの 点から い つ て 

も 自分 は 教育に 成功した と 源氏 は 思って いるので ある _ 

斎院の いられる 加 茂 はこ こに 近い 所であった から 手紙 

を 送った。 女房の 中将 あてのに は、 

物思いが つのって、 とうとう 家 を 離れ、 こんな 所に 

宿泊して います こと も、 だれの ためで あるかと はだ 

れも ご存じの ない ことでしょう。 

などと 恨みが 述べて あった。 当の 斎院に は、 



かけ まく も畏 けれども その かみの 秋思 ほ ゆる 

ゆ,? た す き 

木綿 櫸 かな 

昔 を 今にした いと 思いましても しかたのない ことで 

すね。 自分の 意志で 取り返しうる ものの ように。 

さかき ゆ う 

となれ なれし く 書いた 浅緑 色の 手紙 を、 榊に 木綿 

を かけ 神々 しくした 枝に つけて 送った ので ある。 中将 

の 返事 は、 

同じような 日ば かりの 続きます 退屈 さからよ く 昔の 

こと を 思い出して みるので ございま すが、 それに 



よ つ て あなた 様 を 聯想す る こと もた くさん ござ いま 

す。 しかし ここで は 何も 現在へ は 続いて 来て いない 

ので ございます、 別世界な のです から。 

まだいろ いろと 書かれて あった。 女王の は 木綿の 片 

- J , 

ゆ ふだす き 

その かみやい かが はありし 木綿 櫸 心に かけて 忍ぶ 

らん ゆ ゑ 

とだけ 書いて あった。 斎院 のお 字に は 細かな 味わい 

はない が、 高雅 で 漢字 の くずし 方な ど 以前より ももつ 



と 巧みに なられた ようで ある。 まして その 人 自身の 美 

は どんなに 成長して いる ことで あろうと、 そんな 想像 

をして 胸 を とどろかせ ていた。 神罰 を 思わない ように _ 

源氏 はまた 去年の 野の 宫の 別れが この ころであった 

と 思い出して、 自分の 恋 を 妨げる もの は、 神た ちで あ 

ると も 思った。 むずかしい 事情が 間に あれば ある ほど 

情熱の たかまる 癖 をみ ずから 知らないの である。 それ 

を 望んだ ので あったら 加 茂の 女王との 結婚 は 困難な こ 

のんき 

とで もなかつ たので あるが、 当時 は 暢気に していて、 

今 さら 後悔の 涙 を 無限に 流して いるので ある。 斎院も 

普通の 多情で 書かれる 手紙で ない もの を、 これまで ど 



がそれ を 見つけ 出した 時、 宫 はお 顔の 色 も 変わって、 

まだ あの 心 を 捨てて いない、 同情心の 深い りっぱな 人 

格 を 持ちながら、 こうした こと を 突発的に する 矛盾が 

あの人に ある、 女房た ち も 不審 を 起こす に違いないと 

かめ さ ひさし ま 

反感 をお 覚えに なって、 瓶に 挿させて、 庇の 間の 柱の 

所へ 出して おしまい になった。 

ただの こと、 東宮の 御上に ついての ことな どに は 信 

頼 あそば される こと を、 丁寧に 感情 を 隠し て 告げ て お 

よこしになる 中宮 を、 どこまでも 理智 だけ をお 見せに 

なると 源氏 は 恨んで いた。 東宮のお 世話 はこと ごとく 

源氏が していて、 それ を 今 S に 限って 冷淡な ふうに し 



りっぱな 信仰 を 持つ ように はい つなれ ます やら」 

宫の御 挨拶 は 東宮への お 返事 を 兼ねた お 心ら しか つ 

た。 悲しみに 堪えないで 源氏 は 退出した。 

二 条の院 へ 帰っても 西の 対へ は 行かずに、 自身の 居 

間の ほうに 一 人 臥し をした が 眠りうる わけ もない。 ま 

すます 人生が 悲しく 思われて 自身 も 僧に なろうと いう 

心の 起こって くるの を、 そうして は 東宮が おかわい そ 

うで あると 思い返し もした。 せめて 母宮 だけ を 最高 の 

地位に 置いて おけば と 院は思 召した ので あつたが、 そ 

の 地位 も 好意 を 持たぬ 者の 苦しい 圧迫の ためにお 捨て 

きさき 

になる ことにな つた。 1L 匕に おなりに なって は 后と し 



源氏が 三条の 宫邸を 御 訪問す る y J とも 気楽 にで きる 

ようになり、 宫の ほうで も 御自身で お 話 を あそばす こ 

とも あるよう になった。 少年の 日から 思い 続けた 源氏 

の 恋 は 御 出家に よって 解消され はしなかった が、 これ 

以上に 御 接近す る こと は 源氏と して、 今日 考えるべき 

ことでなかった ので ある。 

とうか 

春に なった。 御所で は 内宴と か、 踏 歌と か 続いて は 

なや かなこと ばかりが 行なわれ ていたが 中宫は 人生の 

悲哀ば かり を 感じて おいでになって、 後世の ための 仏 

勤めに 励んで おいでに なると、 頼もしい 力 もお のず か 

ら 授けられつつ ある 気 も あそばされ たし、 源氏の 晴 火 



- つらし ま 

いたまし くした。 「音に 聞く 松が 浦 島 今日 ぞ 見る うべ 

あ ま 

心 ある 海人 は 住みけ り」 という 古歌 を 口ずさんで いる 

源氏の 様子が 美しかった。 

すみか 

ながめ かる 海人の 住処と 見る からに まづ しほた る 

る 松が 浦 島 

と 源氏 は 言った。 今 はお 座敷の 大部分 を 仏に 譲って 

おいでになって、 お居 間 は 端の ほうへ 変えられ たお 

すまい 

住居であった から、 宫の 御座と 源氏 自身の 座の 近 さが 

覚えられて、 



ので ある。 今日 も 文士が 多く 招待され ていて 皆 席上で 

詩 を 作った。 階 前の 薔薇の 花が 少し 咲き かけた 初夏の 

庭の ながめに は 濃厚な 春秋の 色彩 以上の ものが あった。 

自然な 気分の 多い 楽しい 会であった。 中将の 子で 今年 

から 御所の 侍 童に 出る 八、 九 歳の 少年で おもしろく 

しょ ラ 

笙 の 笛 を 吹いたり する 子 を 源氏 は かわいが つていた。 

これ は 四の 君が 生んだ 次男で ある。 よい 背景 を 持って 

いて 世間から 大事に 扱われて いる 子であった。 才が 

あって 顔 も 美しい ので ある。 主客が 酔い を 催した ころ 

にこの 子が 「高 砂」 を 歌い 出した。 非常に 愛らしい。 

をのへ しらたま つばき 

(「高 砂の 尾 上に 立てる 白玉 椿、 それ もがと、 まし もが 



と、 今朝 咲いた る 初花に 逢 はまし もの を 云々」 という 

歌詞で ある) 源氏 は 服 を 一枚 脱いで 与えた。 平生より 

も 打ち解けた ふうの 源氏 はこと さらに また 美しい ので 

のうし ひとえ 

あった。 着て いる 直 衣 も 単衣 も 薄物であった から、 き 

れいな 肌の 色が 透いて 見えた。 老いた 博士た ち は 遠く 

から ながめて 源氏の 美に 涙 を 流して いた。 「逢 はまし 

さ ゆリば 

もの を 小百合 葉の」 という 高 砂の 歌の 終わりの ところ 

になって、 中将 は 杯 を 源氏に 勧めた。 

それ もがと 今朝 開けた る 初花に 劣らぬ 君が に ほひ 

を ぞ見る 
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